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大風量の水溶性 VOC を高品質の有機溶媒として回収できる 

窒素循環脱着方式 VOC 回収装置を販売開始 
 
当社は、活性炭素繊維吸着材「K フィルター®」を用いた窒素循環脱着方式の揮発性有機

化合物（以下、VOC）回収装置を開発し、２０１４年４月より販売を本格的に開始しました。 
本装置は、①VOC を高品質の有機溶媒として回収できる ②大風量の排気ガスにも対応で

きるという特長を持っています。本装置の導入により、有機溶媒の回収・再利用によるコス

ト削減や、環境の保全に貢献することができます。 
  

１． AC 装置事業について 

当社は、工場などで発生する VOC を含む排気ガスの処理関連事業を行っています。

１９７５年より「K フィルター®」VOC 回収装置 （以下、KF 装置）を販売しています。

KF 装置とは、「K フィルター®」を内蔵した、工場などの排気ガスから VOC を吸着し有

機溶媒として回収する装置のことです。「K フィルター®」は一般の粒状活性炭と比較し

て ①吸着速度が速く ②高効率で VOC を吸着除去できる、という特長を示します。 

今日までの販売実績は、日本国内はもとより欧米・アジアを含め１，３００台以上に

のぼります。本事業の強みは、自社素材の開発とその応用装置の開発・製造・販売、お

よびユーザーへのコンサルティングとメンテナンス業務の一体運営です。 

当社は、さまざまなニーズに応えた蒸気脱着式 KF 装置、および小・中規模の乾式脱

着式 KF 装置の開発・販売を進めてきました。今回新たに開発・販売開始したのは、こ

れまで実現が困難だった、さまざまな濃度の水溶性 VOC（酢酸エチルやアルコールなど）

を含む大風量の排気ガスから高品質の有機溶媒を回収できる、窒素循環脱着方式 KF 装

置です。 

 

  

窒素循環脱着方式「K フィルター®」 VOC 回収装置 (左：外観、右：模式図) 



２．窒素循環脱着方式 KF 装置について 
○ 本装置の特長 
・ 回収された有機溶媒に含まれる水の量が少なく※１、分解を抑えられるため※２、

VOC を含む排気ガスから、高品質の有機溶媒が回収できます。有機溶媒の回収・

再利用によるコスト削減が可能となります。 

※１ 回収した有機溶媒に対する水分の割合は８．５重量パーセント以下（環境

中の湿度に依存）。他社設備の半分以下。 

※２ 分解物 (酢酸) の濃度は２４０ｍｇ／Ｌ。他社設備の約４分の１。 

（※１、※２：２，０００ｐｐｍの酢酸エチルを含むガスでの試験結果） 

・ 装置の大型化が容易であるため、大風量の排気ガスの処理にも対応できます。 

・ 窒素ガスを循環して利用しており、必要な窒素ガスの量が少なくて済むため、窒

素を作るために必要なエネルギーを節約できることや、ランニングコストを抑え

ることができます。 

・ 装置に「K フィルター®」を使用しているため、排気ガスから VOC を標準で９５％

以上除去することができます。環境の保全に貢献できます。 

・ 吸着材が摩耗しにくく、安定的な吸着が行えるため、メンテナンス性に優れてい

ます。 

・ 本装置はトーホー加工株式会社（本社：東京都千代田区、社長：川田雄治）の小

山工場（栃木県小山市）にてフィールドテストを行いました。見学された多くの

企業より、回収した有機溶媒の水分の割合が低い、回収した有機溶媒の分解が少

ない、という点で高評価をいただきました。 

○ 本装置の仕組み 
本装置は、VOC 排気ガスを吸着する「K フィルター®」吸着槽を２つ有しています。

一方で排気ガスから VOC を吸着している間に、もう一方で吸着した VOC を有機溶媒と

して回収します。本装置は、VOC を回収するのに加熱窒素ガスを用い、その窒素ガスが

循環する仕組みとなっています。本装置は、回収ラインにも「K フィルター®」槽（模

式図中の ND 槽）を導入し、この槽に入る窒素ガスの温度を上下させ吸脱着を行うとい

う世界初の仕組みを導入しています。このシステムにより、VOC 回収時の循環窒素ガス

の VOC 濃度を下げられ、回収後の吸着槽の VOC 除去性能を高く維持できます。 

 

３．今後の予定 
本装置は、水溶性有機溶媒の使用量の多いフィルムコンバーターへの導入を進めてい

きます。 

売上高は、２０１７年で４億円程度を目指しています。 

 

  
＜本件についてのお問い合わせ先＞ 

東洋紡株式会社 広報室 

電 話：０６－６３４８－４２１０ 


